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新 年 の あ い さ つ
半田中央病院　院長　半田隆半田中央病院　院長　半田隆

半田中央病院情報誌

　明けましておめでとうございます。2022年の明るかった話題は、MLBの大谷君とサッ
カーワールドカップの日本代表の予想を覆した活躍でした。しかしながら、ロシアのウクラ
イナへの戦乱は治まる気配はなく世界各国は軍備増強に傾き、コロナ疲れ、自然災害、円安、
物価上昇など、日本いや地球は大丈夫なのだろうかと、言わずにはおれません。そんな中、
ちょっと幸せな気分になれるのは、おいしいものを食べるときで、口から食べられることの
ありがたみも感じます。口から食べることで、五感は刺激され、脳の活性化、唾液の分泌の促
進、胃腸の消化吸収と蠕動運動の誘発などが起こります。そして、おいしく、楽しく食べるこ
とができれば心も満たされ、日々の活力が湧いてきます。食べることは生命維持だけでなく、
精神的にも必要なことです。唾液は、消化、抗菌、免疫などの働きのある重要な体液です。唾
液の分泌量は、1日0.5～1.5Lほどで、30歳がピークで、高齢者になると0.5L程度とのこと
です。現代人は、唾液量が減っているようで、噛む回数が少ないこと、薬、ストレスなども原
因のようです。唾液の分泌量が低下すると口腔内が乾燥し、口腔内の清潔が保てなくなり、
細菌の温床となり、虫歯、歯周病や誤嚥性肺炎のリスクが高くなります。嚥下障害は脳卒中
後の方が多いですが、高齢化とともに骨折後の方でも食べられなくなる方も増えてきまし
た。口から食べられないと、自宅生活に戻れなくなくなります。噛むことは脳へのいい刺激
（味覚、嗅覚、食感など）にもなり、唾液で口腔内も潤い、嚥下も滑らかに、発声もしやすくな
ります。食べられるようになると、患者さんの表情も生き生きとし、リハビリも一段と進み
ます。今年も、一人でも多くの患者さんが、自分の手で、口から食べられて、喜ぶ笑顔を見た
いものです。内向きになりがちな今日この頃ですが、それぞれの持ち場で、精一杯の力が発
揮できるよう、身も心も健康でいてほしいと思います。平和で穏やかな年になりますよう
願っております。
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　11月9日、医療安全委員会により、テーマ「KYT（K：危険、Y：予知、T：トレーニング）につい
て」という内容で、勉強会を開催しました。看護・介護部、リハビリ部、連携室、在宅医療センタ
ーなど多くの職員が参加しました。病院で働くことは、職種を問わず様々なリスクのある場
面で働くことという点で、危険を予知する力をつけて事故を防ごうという考え方を身につけ
ることが、今回の勉強会の目的でした。グループワークでの問題解決4ラウンド法（1ラウン
ド：現状把握・2ラウンド：本質追求・３ラウンド：対策樹立・4ラウンド：目標設定）では、他職
種での様々な意見が聞け、異なる視点を知ることができ、危険への感受性を高めることがで
きました。今後も危険予測能力を高め、医療安全への意識向上を目指していきます。

医療安全委員会主催のKYT勉強会を開催しました！
委員会活動報告（医療安全委員会）委員会活動報告（医療安全委員会）
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　11月18日、消防訓練を実施しました。消防法により、病院では1年に2回の消防訓練が義務
付けられています。今回の訓練では、夜間に火災が発生した想定で、日勤帯と比較して少ない
人数である夜勤スタッフでの消火器での初期消火活動、火災専用電話での通報、入院患者様
の避難誘導を実施しました。入院患者様の参加協力により、実践的訓練となりました。当直医
師役で参加頂いた半田院長から、「防災設備の知識や使用方法について職員は再確認し、患者
様の安心・安全を確保できるよう努力して頂き、火災以外、地震など大規模災害においても、
災害医療として地域における病院の役割など防災意識を高めてほしい」と講評頂きました。
防災委員会では、地域の皆様に信頼していただける病院をめざし、今後も非常時に備えた取
り組みを行って参ります。

消 防 訓 練 実 施 し ま し た！
委員会活動報告（防災委員会）委員会活動報告（防災委員会）
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　2022年11月1日、半田ファミリークリニックの院長を拝命しました久賀孝郎と申します。
これまで半田中央病院で外来、病棟、訪問診療をさせていただき、地域について学びながら診
療してまいりました。地域により密着したクリニックを目指して、同法人のグループとして
半田中央病院の隣地に開院させていただきました。
　新型コロナウイルス感染症を含め、不確実で変化が多い現代社会では、様々な健康問題に
臨機応変に対応することが重要になってきていると感じます。時代のニーズに柔軟にお応え
することができるクリニックを目指して、発熱外来と一般外来を空間的に分け、安心安全に
受診していただけるようにしております。複数医師によるグループ診療体制により、患者様
のご希望に沿った診療ができる体制をとってまいります。
　何でも気軽に相談していただき、安心してお過ごしいただけるよう、スタッフ一同努力し
てまいります。何卒どうぞよろしくお願いいたします。
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半田ファミリークリニック開院
半田ファミリークリニック　院長　久賀　孝郎半田ファミリークリニック　院長　久賀　孝郎

【 併 設 事 業 所 】
半田中央病院 在宅医療センター
TEL.（0569）84-2230　FAX.（0569）84-2237
デイリハビリセンター　
TEL.（0569）20-2217　FAX.（0569）20-2237

〒475-0017   愛知県半田市有脇町13-101　
TEL.（0569）20-2210　FAX.（0569）20-2212
診療時間 ： 月～土（祝日を除く）9：00～12：00（受付は8：30から）   
診療科目 ： 内科 ・ 小児科 ・ リハビリテーション科・脳神経外科・整形外科
回復期連携室
TEL.（0569）20-2208　FAX.（0569）20-2209
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医療法人  メディライフ 半田中央病院


